


























　合同授業は，2018 年 6 月 5 日に経済学部専門ゼミナールに留学生が訪れ，授業を 1 コマ（90 分）使
う形で行った。参加者は留学生が 13 名（アンケートに回答した学生は 12 名で全員オランダ人），日本
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せた。テキストには，オランダ政府系機関による社会調査報告書の概要（The Netherlands Institute 



























留学生（12 人） 日本人学生（10 人）
「はい」 3 人（25%） 1 人（10%）
「いいえ」 9 人（75%） 9 人（90%）
　また，「はい」と回答した学生のディスカッション経験の回数ついては，ディスカッション経験があ
ると答えた 3 人の留学生のうち，1 人が 1 回，2 人が 2 回だった。また，ディスカッション経験がある











留学生（12 人） 日本人学生（10 人）
「はい」 6 人（50%） 4 人（40%）
「いいえ」 2 人（17%） 2 人（20%）





　理由やコメントについては，留学生は「はい」と答えた 6 人のうち 2 人が，日本人学生は「はい」
と答えた 4 人全員が記入していた。日本人学生のディスカッションが好きな理由は，4 人とも共通し
ており，「自分とは違う考えや意見などが聞けたり，自分が思いつかなかった考えが聞けたり，新しい
発見があっておもしろいから」といった内容のものが多く，日本人学生にとってディスカッションは，










































留学生（12 人） 日本人学生（10 人）
「はい」 8 人（67%） 9 人（90%）
「いいえ」 0 人（0%） 0 人（0%）
「どちらとも言えない」 4 人（33%） 1 人（10%）
－ 38 －






































留学生（12 人） 日本人学生（10 人）
「はい」 8 人（67%） 8 人（80%）
「いいえ」 1 人（8%） 0 人（0%）
「どちらとも言えない」 3 人（25%） 2 人（20%）
　「いいえ」を選んだ 1 人の留学生は，理由やコメントを述べておらず，なぜ希望しないかは不明である。
この留学生は，質問 3 の「ディスカッションに満足しましたか」の問いには「はい」と回答しており，






学生に関しては，質問 3 で「はい」と答えた 8 人の学生のうち 5 人が質問 4 でも「はい」と回答して













答した学生の 1 人が質問 4 では「どちらでもいい」と答えているが，その理由はトピックによるとい
うものだった。質問 2 のコメントと同様に，留学生にとってはトピックもディスカッションを行う上
で重要な要素なのかもしれない。
　日本人学生に関しては，質問 3 で「はい」と答えた 9 人の学生のうち 7 人が，質問 4 でも「はい」





















留学生（12 人） 日本人学生（10 人）
「はい」 5 人（42%） 10 人（100%）
「いいえ」 5 人（42%） 0 人（0%）
「どちらとも言えない」 2 人（16%） 0 人（0%）
　日本人学生は全員がトピックの知識が深まったと考えているのに対し，留学生はトピックの知識が
深まったと感じた学生は半数以下である。オランダは世界で初めて同性婚が合法化され，世界で一番
LGBT に寛容だと言われている国である。そのオランダからの留学生と，同性婚や LGBT についてディ
スカッションをすれば，日本人学生のほうが知識が深まったと感じるのは当然のことだと言えるかも































　質問 1 から 5 までは，ディスカッション経験の有無，ディスカッションに対する意識，ディスカッショ
ンの満足度，今後のディスカッション授業に対する希望，ディスカッションを通してのトピックに関
する知識の深まりを，選択回答式と自由記述式を併用し答えてもらう形にしたが，質問 6 から質問 8
は自由記述式とし，以下の質問を設置し，学生に自由にコメントを書いてもらう形にした。
質問 6





















ることからも分かるように，1 コマ授業で 1 回行ったディスカッションではあったものの，その学びは
大きかったようである。特に，ディスカッションを通して再認識したこととして，「日本はオランダに
比べて同性愛の認知や受容が進んでいないことを改めて感じた」といったコメントを述べている学生
が全体の半数以上いた。さらに，その再認識や気づきが，自分自身の LGBT に対する考え方について
深く考えるきっかけとなった学生もいたようである。
　これは，ある日本人学生のコメントの一部であるが，「私は自分の周りに LGBT の友人はいません。
－ 42 －
あるいは，気づいていないだけかもしれません。もし私が友人にカミングアウトされたら，嫌な気持
ちにはなりませんが，これまでと気持ちの面から何も変わらずに接する自信はあまりない，というの
が正直な意見です。（中略）改めてオランダ人と日本人の間には，LGBT についての認識の差が開いて
いることを実感しました。今後の大西准教授の専門ゼミでの活動を通して，まずは自分の LGBT に対
する考え方を良い方向に改めたいです」というものがあった。政治家の LGBT に対する差別的な発言
が報道されたり，日常生活で LGBT という言葉を耳にする機会が多くなってきている昨今であるが，
自分の考え方について再考するといった機会は，なかなかないと思われる。留学生とのディスカッショ
ンをきっかけに，このような前向きな思考になることは非常に意義があることだと言えるのではない
だろうか。
　その他，同性婚の話から話題が発展し，日本人学生にとっては「新たな発見」だったこととして，
性別の記入について挙げている学生が数名いた。留学生から「日本でホテルの予約や，チケットをと
る際に，性別の記入を求められることは違和感がある」，「エントリーシートの中に性別記入欄がない」
と聞いたといったコメントがあり，「自分が日本にいると当たり前になっていて気づかないようなこと」
に理解が深まったのがよかったと感じた学生もいたようである。日本人にとっては，履歴書に性別を
書くことは普通のことかもしれないが，オランダをはじめ欧州では，性別で差別をしないこと，平等
であることが前提となる。こういった気づきは，異文化への理解，そして自国の文化への再認識の第
一歩となるのではないだろうか。
　次に「難しかったこと」についてだが，留学生のコメントを見ると，ほぼ全員が語彙力の問題を挙
げていた。特に，使用語彙の問題点についてコメントしている学生が多く，自分が言いたいことを伝
えるための適切な語や表現が分からず困ったといったコメントが非常に多かった。反対に，理解語彙
については，知らない語があっても，日本人学生が説明してくれたので大丈夫だったと述べている学
生が多かった。留学生の日本語熟達度を考慮すると，今回のディスカッションのトピックにおいて，
適切な語や表現が分からないという問題は十分理解できるが，それがディスカッションを進める上で，
コミュニケーション・ストラテジーを駆使することで解決できるレベルの問題なのか，または事前準
備としてさらなる語彙学習が必要なのか，今後，ディスカッション授業を行う際に，調査すべき課題
だと言える。
　日本人学生が「難しかったこと」として挙げていたことも，留学生と同様で，語彙や表現の問題を
ほぼ全員の学生がコメントに述べていた。日本人学生の場合は，「自分が日常的に使っている言葉が理
解されず，言い換える時にどのような言葉で言い換えたらいいのか分からず，会話がスムーズに行か
ず留学生を困らせてしまった」といったコメントに代表されるように，日本語でどう説明すれば分かっ
てもらえるか，語や表現の選択に苦労したというものが多かった。これに関しても，上記で述べたよ
うに，実際の日本人学生と留学生とのやり取りを分析するなどし，調査すべき課題だと言える。
　質問 8 のコメントとして述べられていたことで，特筆すべき点としては，日本人学生の自身のコミュ
ニケーションに対する気づきが挙げられる。「これを機にもっとゼミの人とコミュニケーションをとっ
ていけるよう頑張ります」，「何を話そうか考えているうちに黙り込んでしまった場面もあったので、
克服できるように努めようと思います」，「今回の留学生とのディスカッションは，トピックを理解し
たり，私の聞く・話す能力を知る上でとても良い機会でした」といったコメントがあり，今回のディ
スカッションが自分のコミュニケーションの仕方について考えるいい機会となったことがうかがえた。
この経験を次のステップにつなげる工夫を考えていく必要があるだろう。
4　まとめ
　本稿では，留学生と日本人学生の合同授業におけるディスカッションについて，学生に行ったアン
ケート結果をもとに，ディスカッションからの学びや気づき，問題点や課題をまとめた。留学生と日
－ 43 －
本人学生の合同授業は，他大学の試みにおいても述べられているように，そこには通常の授業では得
られない学びがあり，それは両者にとって異文化学習である。その中には新たな世界との出会いと同
時に自己の文化への見つめ直しがあり，そしてそれが自身の価値観が再構築されるプロセス（徳井
2007）へとつながる。本稿での試みは，1 回のディスカッション授業からの考察にすぎないが，今回の
アンケート結果をもとに，ディスカッションを通して留学生と日本人学生の間で有意義な合同授業が
できるよう，さらなる実践・研究を進めて行きたい。
注
1）　本稿に出てくる留学生のコメントは，英語で書かれていたものは和訳し，日本語で書かれていたものは基
本的にそのまま掲載しているが，間違いに応じて適宜修正をしたものもある。
参考文献
⑴　奥山和子（2016）「「異文化理解」授業における学びについての一考察：アクティブラーニングの視点から」
『神戸大学留学生センター紀要』第 22 号，pp.107-126．
⑵　北出慶子（2010）「留学生と日本人学生の異文化間コミュニケーション能力育成を目指した協働学習授業
の提案：異文化間コミュニケーション能力理論と実践から」『言語文化教育研究』第 9 号，pp.65-90．
⑶　徳井厚子（2007）『日本語教師の「衣」再考－多文化共生への課題－』くろしお出版．
⑷　永井涼子・南浦涼介（2014）「大学授業において留学生と日本人学生は共に何を学べるか：留学生教育と
社会科教員養成をつなぐ試み」『大学教育』第 11 号，pp.49-66．
⑸　安井朱美（2008）「留学生と日本人学生との合同授業の試み－コメントから見えてくるもの－」『南山大学
国際教育センター紀要』第 9 号，pp.114-128．
